
前略

今年 1月 下旬の連絡以降ご無沙汰していましたが、その後の活動は少しずつ

進行していますので、それについて報告・連絡いたします。

(1)同封の総理への「公開質F・5状」は、長崎と東京の事務所関係者とも連絡

して作成したもので、これをできれば4月上旬に総理へ数人の世話人が手渡し、

その後で記者会見する予定であり、東京事務所と相談しながら準備中です。ま

た、その後で早急に全政党へ努力要請の文書を「質問状」と共に発送します。

(総理へ提出までは「質問状 Jを公開しないでください。 )

(2)同封の「海タト平和団体との連絡 Jは 、現ft_ま でに得られた連絡の経過報

告ですが、これら以タトの団体を紹介くださる会員は、その旨広島事務所へお知

らせください。

(3)会員数は現在 184人ですが、その全体の名簿は、経費節約と会員変動

の可能性を考えて広島・長崎 。東京の事務所に置くこととし、ここでは規約と

世話人・運営委員の名簿をお送 りします。

なお、会費 (3000円 )未納の方には振 り込み用紙を同封しますので、よ

ろしくお願いします。

(4)同封の豊田論文 (要旨)は 、今後の問題を考える参考資料です。

(5)総理への「公開質問状 Jを基礎に、NPT加 入の非核兵器国 (現在 15

7カ国 )の首脳へ要望書を送るべく準備中ですが、核兵器国 (5カ国 )への対

策については未定です。

要点のみ記しましたが、会員の今後一層のご健勝を祈 ります。
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